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下水道事業その他汚水処理に係る事業に関する総合的な施策の推進に関する重要事項

（湖南中部浄化センター３号焼却炉の次期汚泥処理方式）について(答申) 

 

 

 

 平成 27 年(2015 年)10 月 8 日付け滋下水第 526 号で諮問のあったこのことについ

て、本審議会において提出資料等に基づき審議を尽くしたところ、次のとおり答申

します。 

 

 

 本審議会では、安定した汚泥処理処分、環境への配慮、社会貢献といった複数の

評価視点から総合的な審議を行った結果、湖南中部浄化センター３号焼却炉の次期

汚泥処理方式は、【嫌気性消化＋下水汚泥固形燃料化】とすることを適当と認めま

す。 

 なお、嫌気性消化の導入にあたっては、水処理への影響を極力抑制可能な規模及

び方式を引き続き検討すること。また、水草等下水汚泥以外のバイオマスの投入、

コンポスト化等の緑農地利用については、試験的な取組を含め、導入検討を継続す

ること。 
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